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内 容

1、利用手続き・GUIツールの導入

2、入力・提出方法について

3、その他・連絡事項



R8.4.1国立がんセンターより、
GTOL（がん登録オンラインシステム）改修完了の連絡あり    

    『既にGTOLご利用の施設へ』
GUIツールの導入

 『GTOL 未実施の施設へ』
GTOLの利用手続き

埼玉県の医療機関におかれましては、
全施設、 GUIツールの導入・ GTOLの利用手続き をお願いします。

１．利用手続き・GUIツールの導入



GUIツールの導入のメリット

・VPN接続、GTOL接続、照明書更新がGUIツールから一元的に実施可能。

・Webフォーム届出

－届出内容のチェック機能
入力時点で形式や項目間に矛盾があるデータの確認・修正が可能。

－控えファイル保存
自施設の保管用、当室からの照会時の確認などに利用可能。

・CSV添付届出

－新方式でも従来通りCSV添付方式が可能。
－GUIツールによるファイル暗号化による安全なデータ提出。

・旧方式(電子届出ファイル使用)に比べ、アップロード後のチェックにかかる時間が短縮
(2時間→最大1分程度)

・医療機関と都道府県の双方向でファイルやメッセージの授受(コミュニケーション機能)が
可能になる。



本資料の内容は、こちらのマニュアルに沿ったものになります。
https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/can_reg/registration_hospital/e-rep/online/materials.html

GTOLの利用に関する資料 （新方式手順書類）



国立がん研究センター
GTOLマニュアル 1章 がん登録オンラインシステムの概要より引用

２．入力・提出方法について（GTOLの流れ）



症例を1件ずつ入力

下書き保存は100件まで

入力エラーの対処を必ず行う

可能な限り、1年分の症例をまとめて提出してください

エラーの場合は、必ず修正

提出が完了したデータの控えファイルを保存してください

1）新規作成

２）患者情報入力

３）下書き保存

提出

４）チェック・保存

入力画面

届出状況確認(６章参照）

100件以上入力する場合、一度提出し、下書きを空にしてから入力

Webフォーム届出の流れ

国立がん研究センター
GTOLマニュアル 1章 がん登録オンラインシステムの概要より引用



埼玉県立がんセンター

11.埼玉県

北足立郡伊奈町大字小室123-456番地

埼玉

サイタマ

Webフォーム届出（入力画面）

・症例を1件ずつ入力

・届出項目数や定義、考え方はこれまでと変更ありません

・届出マニュアルやGTOLマニュアル4章を参考に入力や
選択をしてください



Webフォーム届出（下書きの保存）

・下書き保存は最大100件できる

・100件以上提出する場合、一度提出し下書きを
空にする必要がある

※件数の多い施設は、Hos-CanR Liteの導入を
ご検討ください



Webフォーム届出（エラー画面の例）

・保存時に［チェックをして保存］を選ぶと、
エラーチェックがかかる

・赤字で表示されるエラー内容は、マニュアルを参考に
解消する

マニュアルは、「付録 GTOL届出エラー一覧」の
「全国がん登録への届出 Webフォーム届出エラー一覧」



エラーの確認方法Webフォーム届出・CSV添付施設共通（下書きの保存）



埼玉県立がんセンター

11.埼玉県

北足立郡伊奈町大字小室123-456番地

さいたま

埼玉

Webフォーム届出（診断時住所の警告画面）

診断時住所で「警告」が出た場合、入力内容に
誤りがないかカルテ情報等を再確認。

誤りは修正（誤字脱字など)
誤りがなければ、そのまま保存。



Webフォーム届出（提出）

・可能な限り1年分の症例をまとめて提出してください

・件数が100件以上のため、一度にまとめて提出できない
施設は100件ずつ提出可
提出時にはコメントの項目にその旨を入力してください



Webフォーム届出（届出状況確認）

・［届出票状態］が「チェック済み」となれば、
エラーのない状態

・「エラー」の場合は、必ず修正してください



復号後のPDF控え

控えファイルダウンロード画面

Webフォーム届出（控えファイルダウンロード）

埼玉県 埼玉県立がんセンター 埼玉県がん登録室

・届出が完了したデータの控えファイルを保存
（当室より照会があった際の確認などに使用）

・ダウンロードした控えファイルは暗号化されるため
GUIツールで複合後、閲覧が可能となります



届出状況確認
(６章参照）

CSVファイルを暗号化する。

暗号化したCSVファイルのみ提出可能。

届出状況「エラー」の場合は、必ず修正する。

1）CSVファイル作成

２）GUIツールで
暗号化（.p7ｍ）

３）アップロード

確認・提出

Hos-CanR Lite等から、届出症例のCSVファイルを作成。

CSVファイル届出の流れ

国立がん研究センター
GTOLマニュアル 1章 がん登録オンラインシステムの概要より引用



CSV届出（CSVファイルの暗号化）

C:＼Users＼埼玉がん登録室＼AppData＼Local＼GTOL  ＼Logs＼App20260407.log

・GTOL_GUIツールのアイコンから、GUIツールを立ち上げる

・VPN接続をしていない状態でも暗号化可能



C:＼Users＼埼玉がん登録室＼AppData＼Local＼GTOL  ＼Logs＼App20260407.log

暗号化されたファイル

CSV届出（CSVファイルの暗号化）

Hos-CanR Lite等で
作成したCSVファイルを
GUIツールを使って暗号化

元のファイルと同じフォルダ内に
暗号化ファイルが作成される。
（元のファイル名.p7ｍ）

届出提出用

届出提出用



CSV届出（暗号化ファイルのアップロード）

・GTOLにサインイン後、暗号化したCSVファイルを
アップロード

・暗号化前の元CSVファイルは保護が無いため、
速やかに適切な場所へ移動してください



CSV届出（届出状況確認）

・［届出票状態］が「チェック済み」となれば、
エラーのない状態

・「エラー」の場合は、必ず修正してください

－Hos-CanR Liteに登録した元データの修正
－CSVファイルを作成しなおす
－CSVファイルを」暗号化し、再提出



エラーの確認方法Webフォーム届出・CSV添付施設共通



まとめ

・GTOL新方式の詳細

・Webフォーム届出

・CSV添付届出

各施設でGTOLマニュアルを確認し、入力・提出をお願いします

症例を1件ずつ、直接入力し保存
届出内容にエラーがあれば、必ず修正する
提出は1年分を一度にまとめて提出
控えのファイルを手元に残す

CSVファイルは、ＧＵＩツールで暗号化してから提出
届出内容にエラーがあれば、必ず修正する

・ Webフォーム・CSV添付届出 共通
提出後、届出状況の確認をする



３．その他・連絡事項

・GTOL新機能を使用し、医療機関-都道府県がん登録室間の双方向の
ファイル授受が可能

・初回活用時、医療機関の対応可否確認やテストデータの授受など
利用方法の確認を一緒に行います

・届出データ内容の照会・回答や20条提供データ送付などに活用予定

GTOLコミュニケーション機能について

・詳細は、GTOLマニュアル 8章 その他の機能を参照

・電子届出ファイル(PDF)での提出は、2026年末で終了予定

電子届出ファイル(PDF)について

・GTOL未導入施設は、導入をお願いします



最後に…

・GTOLの改修に伴い、今年度より届出方法が大きく変更しました

・当室では今後も機能の確認などを進め、みなさまへ情報共有して
まいります

・一部のGTOL画面をピックアップして説明しましたが、
詳細は各施設でGTOLマニュアル各章をご確認いただき、
ご対応をお願いします
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